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笹岡直子 (東京大 ･院 ･農学生命)
霊長類が果実類の種子散布に重要な役割を果たして
おり,ニホンザルでも研究事例が典まりつつあるが,サ
ルの追跡がし易く,糞の回収がし易い場所での情報は
盃要である.そこで本研究は宮城爪金郡山品に生息す
るニホンザルを対象に,ニホンザルがよく利用するベ
リー 柳の究-の出現を明らかにすることを目的とした.
本年度は,金弛 山でサルの究中-のベリー 柿の出現
について,由の北西部に生息する群れを対象とし,調査
した.兼の採矧まサルによってペリー 炉がよく利用さ
れる夏から秋 (8月～12月)に行った.8月はクマヤナギ,
9月がサンカクゾル,10月はガマズミとカマツカ,11月,
12月は両月ともガマズミとノイバラの種子が糞の中に
多く排出された.これらのうち,クマヤナギやガマズミ
は破壊されたものもあったが,糞中にも多数出現した
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